
 1 

本

稿

は

$

相

撲

趣

味

の

会

会

誌

,

相

撲

趣

味

-

に

掲

載

さ

れ

た

も

の

で

$

内

容

の

無

断

転

載

を

禁

じ

ま

す

@
書

誌

情

報

の

詳

細

は

文

末

を

参

照

し

て

下

さ

い

@
転

載

等

の

希

望

は

相

撲

趣

味

の

会

に

問

い

合

わ

せ

て

下

さ

い

@

 

  

笘

"

島

の

再

評

価

と

考

証 
 

笠

原
 

二

郎 
 

は

じ

め

に 
  

笘

'

島

浦

右

衛

門

は

-

安

永

0

天

明

年

間

の

江

戸

大

相

撲

幕

内

で

活

躍

し

た

-

阿

波

徳

島

出

身

の

力

士

で

あ

る

K

こ

れ

ま

で

判

明

し

て

い

る

限

り

で

は

-

明

和

年

間

以

前

に

江

戸

の

大

相

撲

幕

内

に

継

続

し

て

在

位

し

た

阿

州

頭

書

力

士

は

お

ら

ず

-

ま

た

安

永

年

間

も

笘

'

島

が

江

戸

に

出

る

前

に

入

幕

し

た

阿

波

徳

島

出

身

力

士

は

い

な

い

こ

と

か

ら

-

笘

'

島

は

そ

の

後

に

相

撲

王

国

と

呼

ば

れ

る

に

至

n

た

阿

波

徳

島

藩

出

身

の

先

駆

け

力

士

と

言

え

よ

う

K
近

年

-

地

域

で

笘

'

島

を

再

評

価

す

る

動

き

が

あ

り

-

出

身

地

で

あ

る

板

野

郡

松

茂

町

の

三

社

宮

拝

殿

内

に

掲

示

さ

れ

た

略

伝

と

絵

図

が

-

同

町

教

育

委

員

会

に

よ

り

-

令

和

二

年

三

月

に

有

形

文

化

財

指

定

さ

れ

た

K

筆

者

は

こ

れ

を

大

変

喜

ば

し

く

思

う

一

方

-

史

実

と

し

て

疑

わ

し

い

言

い

伝

え

な

ど

が

将

来

一

人

歩

き

す

る

の

で

は

な

い

か

-

若

干

の

懸

念

も

抱

い

て

い

る

K

本

項

で

は

-

筆

者

が

調

査

し

た

範

囲

内

で

得

ら

れ

た

情

報

と

考

察

を

示

す

こ

と

で

-

出

来

る

限

り

史

実

に

基

づ

い

た

笘

'

島

伝

を

後

世

に

残

す

一

助

に

な

れ

ば

幸

い

で

あ

る

K 
 

笘

'

島

以

前

の

江

戸

の

阿

波

力

士 
  

明

和

以

前

の

江

戸

で

名

前

が

挙

げ

ら

れ

る

-

阿

波

徳

島

に

関

連

し

た

力

士

の

う

ち

-

現

時

点

で

お

そ

ら

く

最

も

古

い

時

代

の

力

士

は

-

菅

谷

勘

四

郎

と

槇

ノ

尾

曾

津

之

助

で

あ

ろ

う

K

こ

れ

ら

の

力

士

を

古

番

付

で

目

に

し

た

こ

と

は

な

い

が

-

後

世

に

な

n

て

発

行

さ

れ

た

複

数

の

勇

力

関

取

鑑

の

類

に

-

阿

波

あ

る

い

は

阿

州

頭

書

で

示

さ

れ

て

い

る

K

し

か

し

番

付

記

録

が

な

く

正

確

な

出

身

地

も

不

明

で

あ

り

-

お

そ

ら

く

元

禄

以

前

か

ら

宝

永

あ

た

り

の

力

士

と

思

わ

れ

る

が

-

伝

説

の

域

を

出

な

い

K

槇

ノ

尾

に

つ

い

て

は

元

禄



 2 

十

年

の

江

戸

番

付

を

根

拠

に

す

る

記

述

も

み

ら

れ

る

が

-

そ

の

番

付

の

真

偽

は

大

い

に

疑

わ

し

い

K
次

に

明

和

元

年

の

京

都

番

付

で

-

阿

州

頭

書

の

西

大

関

に

在

位

し

た

大

灘

磯

右

衛

門

が

-

同

年

十

月

に

江

戸

番

付

の

東

看

板

大

関

に

位

置

し

た

が

-

そ

の

頭

書

は

九

州

に

な

n

て

お

り

-

出

身

地

は

不

明

で

あ

る

K

こ

の

よ

う

に

-

少

な

く

と

も

明

和

以

前

の

江

戸

の

大

相

撲

番

付

で

-

阿

州

頭

書

ま

た

は

阿

波

徳

島

出

身

で

あ

る

こ

と

が

特

定

可

能

な

力

士

は

-

現

在

の

と

こ

ろ

一

人

も

い

な

い

K 

 

一

方

-

徳

島

藩

主

が

蜂

須

賀

重

喜

か

ら

長

男

の

蜂

須

賀

治

昭

に

代

わ

n

た

後

の

安

永

元

年

十

一

月

-

江

戸

番

付

東

三

段

六

枚

目

に

初

め

て

阿

州

頭

書

の

早

渡

嘉

市

>

後

に

一

ツ

守

A

が

登

場

し

-

以

降

天

明

二

年

二

月

ま

で

-

途

中

に

江

戸

頭

書

も

あ

り

な

が

ら

活

躍

す

る

が

-

最

高

位

は

東

幕

下

二

枚

目

で

あ

n

た

K

続

い

て

安

永

二

年

十

月

に

江

戸

頭

書

の

江

戸

'

崎

五

郎

治

が

-

安

永

三

年

十

月

に

は

大

坂

頭

書

の

雄

山

岩

之

助

が

出

て

-

前

者

は

安

永

六

年

十

月

に

阿

州

頭

書

の

由

良

海

五

郎

治

に

改

名

し

て

最

高

位

東

幕

下

十

一

枚

目

-

後

者

は

安

永

九

年

三

月

に

阿

州

頭

書

で

東

三

段

目

五

枚

目

-

い

ず

れ

も

早

渡

>

一

ツ

守

A

と

同

じ

く

天

明

二

年

二

月

が

最

終

場

所

で

あ

n

た

K

ま

た

安

永

四

年

十

月

に

江

戸

頭

書

で

西

大

関

に

在

位

し

た

虹

'

嶽

杣

右

衛

門

は

奈

良

出

身

-

安

永

七

年

三

月

か

ら

最

終

場

所

と

な

る

天

明

三

年

十

月

ま

で

の

間

-

阿

州

頭

書

の

徳

島

藩

抱

え

に

な

n

た

K

以

上

が

笘

'

島

よ

り

前

に

江

戸

の

番

付

に

登

場

し

て

-

時

期

を

問

わ

ず

阿

州

頭

書

に

な

n

た

力

士

達

で

あ

る

K 
 

笘

'

島

の

生

い

立

ち

と

上

方

の

大

相

撲 
  

笘

'

島

の

出

身

地

で

あ

る

徳

島

県

板

野

郡

松

茂

町

広

島

の

三

社

宮
>

図

一

Ａ

A
は

-
別

称

と

し

て

笘

'

島

神

社

と

も

呼

ば

れ

-
f

松

茂

町

誌

h

に

依

れ

ば

か

つ

て

毎

年

八

朔

>

八

月

一

日

A

相

撲

が

行

わ

れ

て

い

た

と

い

う

K

同

書

や

昭

和

四

十

六

年

に

出

版

さ

れ

た

乾

武

彦

氏

の

比

類

な

き

名

著

f

阿

波

相

撲

史

h

に

は

-

か

つ

て

の

木

造

の

鳥

居

と

拝

殿

の

貴

重

な

写

真

が

掲

載

さ

れ

て

い

る

>

現

在

の

石

造

鳥

居

は

昭

和

五

十

六

年

建

立

-
拝

殿

も

Ｒ

Ｃ

造

に

再

建

A
K
拝

殿

内

に

は

-

略

伝

>

図

一

Ｂ

A

と

土

俵

入

絵

図

>

絵

師

不

明

-

図

一

Ｃ

A

が

掲

示

さ

れ

て

い

る

が

-

略

伝

の

記

載

元

号

に

錯

誤

が

あ

り

-f

元

和

元

年

秋

に

し

て

拾

三

歳

h
と

し

て

い

た

り

-
没

年

を
f

寛

文

元

年

-

四

拾

七

歳

h

と

し

て

い

る

K

し

か

し

笘

'

島

の

相

撲

番

付

掲

載

年

や

墓

碑

に

記

載

さ

れ

た

没

年

月

日

>

寛

政

四

壬

子

歳

閏

二

月

十

八

日

A

と

は

-

大

き

く

矛

盾

し

て

い

る

こ

と

を

指

摘

し

て

お

く

K

略

伝

に

依

れ

ば

-

讃

岐

か

ら

松

茂

の

広

島

浦

へ

出

稼

ぎ

に
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来

て

い

た

島

谷

友

吉

夫

婦

の

子

と

し

て

-

北

川

向

の

大

西

家

納

屋

に

て

出

生

し

た

-

と

あ

る

K

後

述

す

る

よ

う

に

-

大

坂

や

京

都

の

相

撲

番

付

登

場

当

時

は

下

の

名

を

f

藤

次

郎

h

ま

た

は

f

藤

治

h

と

し

て

い

た

こ

と

か

ら

-

島

谷

藤

次

郎

ま

た

は

島

谷

藤

治

が

幼

時

の

本

名

だ

n

た

の

か

も

し

れ

な

い

K

ま

た

略

伝

中

の

没

年

齢

が

正

し

い

と

す

る

な

ら

ば

-
生

年

は

延

享

三

年

か

と

思

わ

れ

る

K
一

方

-

絵

図

は

横

綱

を

締

め

た

f

苫

'

島

h

が

露

払

い

の

f

寿

高

山

h

と

太

刀

持

ち

の

f

磯

千

鳥

h

を

従

え

て

土

俵

入

り

し

て

い

る

も

の

だ

が

-

そ

も

そ

も

笘

'

島

の

最

高

位

は

東

前

頭

筆

頭

で

-

現

役

中

は

ま

だ

谷

風

と

小

野

川

の

横

綱

土

俵

入

さ

え

行

わ

れ

て

い

な

い

時

代

で

あ

り

-

両

脇

の

力

士

も

当

時

の

番

付

に

存

在

せ

ず

-

史

実

か

ら

乖

離

し

た

後

世

の

創

作

空

想

図

と

言

わ

ざ

る

を

得

な

い

K 

 

笘

'

島

は

大

坂

相

撲

の

小

野

川

門

人

で

あ

n

た

こ

と

が

知

ら

れ

て

い

る

が

-

三

社

宮

拝

殿

の

略

伝

中

に

は

f

木

屋

惣

右

衛

門

を

師

と

し

h

と

あ

り

-

墓

碑

に

は

二

名

の

木

屋

姓

>

總

太

兵

衛

-

傳

之

助

A
が

刻

ま

れ

て

い

る

こ

と

か

ら
>

表

二

A
-
木

屋

氏

は

大

坂

で

の

支

援

者

も

し

く

は

寄

宿

先

か

と

思

わ

れ

る

K

笘

'

島

の

名

が

初

見

さ

れ

る

大

坂

番

付

は

-

明

和

四

年

五

月

の

西

中

相

撲

十

枚

目

で

阿

州

頭

書

の

笘

'

島

藤

次

郎

-

年

齢

は

二

十

一

歳

と

思

わ

れ

る

K

そ

の

後

し

ば

ら

く

見

当

た

ら

な

い

が

-

明

和

八

年

八

月

に

西

中

相

撲

筆

頭

-

天

明

期

の

名

古

屋

で

出

版

さ

れ

た

f

東

西

相

撲

全

書

h

に

依

れ

ば

f

明

和

八

卯

五

月

大

坂

角

力

四

日

目

に

役

入

-

ソ

レ

ヨ

リ

一

番

モ

負

ズ

h

と

あ

る

K

無

敗

記

録

が

明

和

八

年

の

場

所

の

み

を

指

す

の

か

-

そ

れ

以

降

も

続

い

た

の

か

-

当

時

の

詳

細

な

成

績

は

不

明

で

あ

る

が

-

大

坂

で

相

当

な

好

成

績

を

挙

げ

て

い

た

こ

と

は

間

違

い

な

く

-

明

和

九

年

八

月

に

初

め

て

上

取

り

に

な

n

て

東

前

頭

十

九

枚

目

-

以

降

は

翌

安

永

二

年

か

ら

大

坂

最

終

と

な

る

寛

政

元

年

七

月

>

全

休

A

ま

で

前

頭

に

名

が

あ

り

-

安

永

四

年

六

月

に

下

の

名

を

改

め

て

笘

'

島

浦

右

衛

門

と

し

て

い

る

K 

 

一

方

-

京

都

相

撲

で

は

安

永

二

年

六

月

の

番

付

で

阿

州

頭

書

の

笘

'

島

藤

治

が

東

前

頭

二

十

枚

目

で

初

見

-

以

降

天

明

四

年

ま

で

毎

年

前

頭

に

名

が

あ

り

-

浦

右

衛

門

へ

の

改

名

は

安

永

四

年

九

月

な

の

で

大

坂

の

番

付

と

矛

盾

せ

ず

-

江

戸

へ

下

る

時

期

に

合

わ

せ

て

の

改

名

と

思

わ

れ

る

K 

 

ち

な

み

に

四

股

名

で

あ

る

笘

'

島

の

由

来

は

-

紀

淡

海

峡

に

あ

る

友

'

島

群

島

>

地

ノ

島

-

沖

ノ

島

-

虎

島

-

神

島

A

の

-

沖

ノ

島

の

別

称

で

あ

る

K

こ

の

群

島

は

淡

路

島

南

東

の

由

良

港

と

和

歌

山

の

加

太

港

を

結

ぶ

直

線

上

に

あ

り

-

淡

路

>

阿

波

路

A

と

紀

州

を

結

ぶ

最

短

ル

˙

ト

な

の

で

当

時

は

盛

ん

に

海

上

往

来

が

あ

り

-

そ

の

後

も

現

在

ま

で

連

絡

道

路

構

想

や

海

底

ト

ン

ネ

ル

構

想

-

新
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幹

線

計

画

な

ど

が

提

言

さ

れ

て

い

る

K

天

気

が

良

け

れ

ば

-

徳

島

空

港

離

発

着

時

の

旅

客

機

か

ら

眺

め

る

こ

と

も

出

来

る

>

図

二

A
K 

 

な

お

f

阿

波

相

撲

史

h

中

に

-

竹

冠

の

f

笘

h

で

は

な

く

草

冠

の

f

苫

h

が

正

し

い

と

あ

る

の

は

-

明

ら

か

な

誤

り

で

あ

る

K 
 

江

戸

大

相

撲

の

笘

'

島 
  

笘

'

島

は

-

安

永

四

年

十

月

に

江

戸

深

川

八

幡

宮

境

内

で

興

行

さ

れ

た

大

相

撲

番

付

の

東

幕

下

七

枚

目

に

-

阿

州

頭

書

の

笘

'

島

浦

右

衛

門

と

し

て

初

め

て

登

場

し

-

そ

の

三

枚

下

>

十

枚

目

-

幕

尻

A
に

は

弟

弟

子

の

芦

ノ

海

礒

右

衛

門
>

後

の

鶴

'

滝

剛

右

衛

門

A

が

-

や

は

り

阿

州

頭

書

で

位

置

し

て

い

る

K

こ

の

場

所

-

笘

'

島

は

五

勝

一

敗

二

預

と

好

成

績

で

-

特

に

三

日

目

に

逹

'

関

>

後

の

谷

風

A

を

破

n

た

こ

と

が

大

い

に

評

判

を

呼

ん

だ

K

ま

た

f

日

本

相

撲

史 

上

h
に

は
f

大

泉

金

剛

記

h
を

引

用

し

な

が

ら

-
八

日

目

に

笘

'

島

が

十

万

ノ

海

捷

右

衛

門

に

敗

れ

た

一

番

の

様

子

が

記

載

さ

れ

て

お

り

-

激

し

い

差

手

争

い

を

交

え

た

互

角

の

相

撲

描

写

か

ら

-f

笘

'

島

は

お

そ

ら

く

独

特

な

取

口

を

も

n

た

-
相

撲

の

上

手

な

力

士

で

あ

n

た

の

だ

ろ

う

h

と

評

し

て

い

る

K 

 

笘

'

島

の

江

戸

で

の

地

位

と

成

績

を

表

一

に

ま

と

め

た

K

番

付

掲

載

さ

れ

た

十

九

場

所

中

-
出

場

は

十

三

場

所

-
総

番

数

九

十

一

-

白

星

五

十

三

-

黒

星

十

六

-

引

分

六

-

預

七

-

無

勝

負

九

-

勝

率

五

割

八

分

二

厘

>

勝

敗

の

み

で

は

七

割

七

分

A

で

あ

る

K

安

永

七

年

十

一

月

に

は

-
八

勝

無

敗

一

無

勝

負

の

最

優

秀

成

績

を

挙

げ

た

K 

 

谷

風

に

対

し

て

は

江

戸

で

番

数

十

一

-

白

星

二

>

安

永

四

年

十

月

三

日

目

-
安

永

六

年

十

月

七

日

目

A
-
黒

星

六

-
引

分

一
>

安

永

八

年

十

月

九

日

目

A
-

預

一

>

天

明

二

年

十

月

四

日

目

A
-

無

勝

負

一
>

安

永

五

年

十

月

六

日

目

A
-
勝

率

は

一

割

八

分

二

厘
>

勝

敗

の

み

で

は

四

割

五

分

五

厘

A

で

あ

n

た

K

ま

た

大

坂

本

場

所

で

は

安

永

六

年

と

七

年

の

夏

に

続

け

て

預

-

安

永

八

年

夏

に

白

星

を

そ

れ

ぞ

れ

挙

げ

て

お

り

-

黒

星

は

少

な

く

と

も

天

明

三

年

の

一

は

あ

n

た

よ

う

だ

が

-

そ

れ

以

外

の

年

は

対

戦

の

有

無

を

含

め

て

不

明

な

点

が

多

い

K

京

都

で

の

対

戦

は

少

な

く

と

も

安

永

六

-

七

-

八

年

と

天

明

二

-

三

-

四

年

の

六

場

所

あ

n

て

全

て

黒

星

六

-

そ

れ

以

外

は

不

明

で

あ

る

K 

 

安

永

十

年

三

月

に

鬼

面

山

谷

五

郎

が

江

戸

頭

書

で

東

序

二

段

八

枚

目

に

初

め

て

登

場

す

る

が

-

天

明

二

年

十

月

に

は

阿

州

頭

書

で

三

段

目

九

枚

目

に

位

置

す

る

K

こ

れ

は

-

小

野

川

喜

三

郎

の

お

抱

え

を

望

ん

で

い

た

蜂

須

賀

治

昭

公

が

久

留

米

藩

の

有

馬

公

に

先

ん

じ

ら

れ

た

の

に

対

し

-

笘

'

島

が

代

わ

り

に

京

都

の

弟

子

で

あ

n
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た

鬼

面

山

を

推

薦

し

た

こ

と

に

よ

る

-

と

さ

れ

る

K 

 

笘

'

島

の

江

戸

本

場

所

の

最

終

出

場

は

天

明

六

年

三

月

で

-

四

勝

二

敗

-

引

分

一

-

預

一

の

成

績

で

あ

n

た

K

そ

の

年

の

十

一

月

と

天

明

七

年

十

一

月

は

-

番

付

に

名

前

は

あ

る

も

の

の

全

休

し

て

い

る

K

江

戸

を

引

退

直

後

-

ち

p

う

ど

入

れ

替

わ

る

タ

イ

ミ

ン

グ

の

天

明

八

年

四

月

に

-

勢

見

山

兵

右

衛

門

が

阿

州

頭

書

で

東

幕

下

筆

頭

に

初

め

て

登

場

す

る

K

こ

の

徳

島

出

身

力

士

も

ま

た

笘

'

島

と

同

じ

く

大

坂

小

野

川

門

人

-

天

明

二

年

六

月

の

京

都

本

場

所

で

秋

津

川

を

-

翌

年

の

大

坂

本

場

所

で

秋

津

島

を

名

乗

n

て

い

る

K

こ

う

し

た

経

緯

か

ら

-

笘

'

島

が

蜂

須

賀

公

に

-

勢

見

山

を

地

元

出

身

の

後

継

者

と

し

て

推

薦

し

た

可

能

性

が

考

え

ら

れ

る

K 
 

相

撲

浮

世

絵

に

描

か

れ

た

笘

'

島 
  

笘

'

島

が

江

戸

大

相

撲

で

活

躍

し

た

安

永

0

天

明

年

間

は

-

勝

川

派

の

絵

師

た

ち

が

多

く

の

優

れ

た

相

撲

浮

世

絵

を

描

い

た

時

期

と

一

致

し

て

い

る

K

事

実

-

笘

'

島

が

描

か

れ

た

浮

世

絵

は

-

筆

者

が

確

認

出

来

た

だ

け

で

も

八

点

は

存

在

し

て

お

り

-

そ

れ

ら

の

絵

師

は

-

勝

川

春

章

>

四

点

A
-

春

好

>

三

点

A
-

春

山

>

一

点

A

の

三

名

で

あ

n

た

K

こ

の

う

ち

春

章

が

天

明

二

年

十

月

と

思

わ

れ

る

土

俵

を

描

い

た

東

方

力

士

土

俵

入

図

>

図

三

A

に

は

-

幕

内

の

笘

'

島

や

虹

'

嶽

の

み

な

ら

ず

-

幕

下

の

加

治

'

濱

力

右

衛

門

-

荒

石

捨

松

-

鶴

'

瀧

-

三

段

目

の

一

ツ

守

-

力

石

了

助

>

後

の

渦

'

崎

A
- 

鬼

面

山

>

絵

図

で

は

京

の

頭

書

A

と

-

こ

の

時

の

番

付

で

八

名

の

阿

州

頭

書

力

士

が

描

か

れ

て

い

る

K

こ

の

絵

図

に

描

か

れ

た

力

士

十

五

名

の

半

数

以

上

が

阿

州

頭

書

で

あ

る

こ

と

を

考

え

る

と

-

当

時

の

阿

波

徳

島

藩

の

大

相

撲

に

対

す

る

熱

の

入

れ

よ

う

を

窺

い

知

る

こ

と

が

出

来

よ

う

K 

 

ま

た

勝

川

春

好

が

描

い

た

土

俵

上

の

真

鶴

と

笘

'

島

の

図

>

図

四

A

は

-

そ

の

対

戦

が

江

戸

で

一

番

し

か

な

い

こ

と

か

ら

天

明

六

年

三

月

場

所

の

五

日

目

>

結

果

は

預

A

と

特

定

さ

れ

る

が

-

笘

'

島

の

左

膝

に

巻

か

れ

た

布

が

目

を

引

く

K

前

述

の

よ

う

に

こ

の

場

所

は

笘

'

島

が

江

戸

の

大

相

撲

に

出

場

し

た

最

終

場

所

で

あ

り

-

左

膝

を

負

傷

し

て

い

た

こ

と

が

推

察

さ

れ

る

K 
 

笘

'

島

の

評

伝

や

逸

話

の

考

証 
  

寛

政

年

間

に

書

か

れ

た

と

い

う

阿

州

奇

事

雑

話

の

写

本

>

昭

和

十

一

年

-

横

井

希

純

A

が

-

徳

島

県

立

図

書

館

デ

ジ

タ

ル

ラ

イ

ブ

ラ

リ

に

公

開

さ

れ

て

い

る

K

所

々

に

文

字

の

空

白

が

あ

り

-

写

本
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作

成

時

に

原

本

判

読

不

明

箇

所

だ

n

た

と

思

わ

れ

る

が

-

原

本

が

書

か

れ

た

時

期

は

笘

'

島

が

活

躍

し

た

頃

か

ら

間

も

な

い

時

代

で

あ

る

こ

と

か

ら

-

比

較

的

正

確

な

評

伝

で

あ

ろ

う

と

思

わ

れ

-

筆

者

の

推

定

加

筆

文

字

も

入

れ

た

も

の

を

付

記

一

と

し

て

引

用

後

記

し

た

K

こ

こ

に

は

金

銭

物

質

に

拘

ら

ず

鷹

揚

な

性

格

で

-

後

輩

や

弟

子

の

面

倒

見

が

良

い

相

撲

熱

心

な

笘

'

島

の

人

物

像

が

語

ら

れ

て

い

る

K
大

坂

商

人

の

間

で

笘

'

島

の

強

さ

が

評

判

に

な

り
f

笘

h

印

の

商

札

は

f

決

し

て

負

け

な

い

h

と

い

う

意

味

な

る

記

述

は

-

後

述

の

略

伝

に

も

引

用

さ

れ

て

い

る

K 

 

三

社

宮

拝

殿

内

の

略

伝

は

-

昭

和

十

二

年

一

月

に

岡

崎

拾

翠

筆

と

さ

れ

て

お

り

-

前

述

の

通

り

錯

誤

も

あ

る

が

-

地

域

の

子

孫

か

ら

の

聞

書

き

と

思

わ

れ

る

独

自

の

内

容

も

含

ま

れ

て

お

り

-

付

記

二

と

し

て

引

用

後

記

し

た

K

文

中

に

巡

業

先

と

し

て

出

て

く

る

麻

植

郡

川

田

村

は

現

在

の

吉

野

川

市

山

川

町

に

あ

り

-

元

禄

時

代

に

f

川

田

の

一

本

h

と

し

て

知

ら

れ

た

大

坂

相

撲

の

相

生

峰

右

衛

門

ゆ

か

り

の

地

と

し

て

-

ま

た

明

治

の

大

関

剣

山

谷

右

衛

門

ゆ

か

り

の

地

と

し

て

も

知

ら

れ

る

-

か

つ

て

の

相

撲

ど

こ

ろ

で

あ

る

K 

 

昭

和

十

五

年

に

田

所

市

太

氏

が

著

し

た

f

土

御

門

院

奉

祀

地

問

題

と

徳

島

>

其

二

A
h

に

は

f

阿

波

相

撲 

徳

島

角

力

協

會

に

對

す

る

希

望

h

と

い

う

見

出

し

で

-

阿

波

相

撲

や

笘

'

島

な

ど

の

阿

波

力

士

に

関

す

る

記

述

が

あ

り

-

笘

'

島

や

勢

見

山

ら

が

蜂

須

賀

公

に

抱

え

ら

れ

士

籍

に

入

n

た

こ

と

や

-

笘

'

島

の

気

高

い

人

格

な

ど

に

触

れ

て

い

る

K 

 

同

書

と

-

昭

和

二

十

八

年

に

横

山

春

陽

氏

が

著

し

た

f

阿

波

人

物

伝

h

中

に

は

-

笘

'

島

と

伊

達

'

関

>

谷

風

A

と

の

対

戦

逸

話

が

記

述

さ

れ

て

お

り

-

い

ず

れ

も

き

わ

め

て

よ

く

似

た

内

容

で

-

要

旨

は

以

下

の

通

り

Kf

伊

達

'

関

を

倒

せ

ば

天

下

に

名

を

成

す

と

考

え

た

初

戦

-

肥

満

体

の

伊

達

'

関

に

対

し

て

笘

'

島

は

立

合

い

を

長

引

か

せ

て

焦

ら

し

-

相

手

の

足

が

痺

れ

た

と

こ

ろ

で

直

ち

に

立

n

て

倒

し

た

>

横

山

氏

は

上

記

の

内

容

を

京

都

で

の

対

戦

と

し

て

い

る

A
K

大

坂

で

は

両

手

の

拳

を

固

め

て

谷

風

の

両

脇

を

攻

め

-

そ

れ

を

閂

に

す

る

も

痛

み

に

耐

え

か

ね

た

谷

風

が

両

手

を

縦

に

す

る

と

こ

ろ

を

倒

し

た

>

横

山

氏

は

こ

れ

を

江

戸

の

初

戦

と

し

て

い

る

A
K
京

都

で

は

対

戦

前

夜

に

両

者

酒

を

酌

み

交

わ

し

て

酔

い

-
笘

'

島

は

帰

り

に

誤

n

て

卒

倒

し

て

足

を

怪

我

し

た

K

翌

日

の

対

戦

時

に

谷

風

は

自

ら

の

足

で

笘

'

島

の

怪

我

し

た

足

を

蹴

n

て

攻

め

よ

う

と

し

た

と

こ

ろ

-

笘

'

島

は

相

手

の

そ

の

足

を

取

n

て

倒

し

た

>

横

山

氏

は

こ

れ

を

大

坂

の

対

戦

と

し

-

左

足

を

怪

我

し

て

い

た

と

記

述

し

て

い

る

A
K
h

こ

れ

ら

の

記

述

が

何

を

根

拠

に

書

か

れ

た

の

か

-

筆

者

に

は

典

拠

が

わ

か

ら

な

い

が

-

両

氏

は

笘

'

島

の
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対

谷

風

戦

白

星

が

江

戸

・

大

坂

・

京

都

で

そ

れ

ぞ

れ

一

つ

ず

つ

あ

る

よ

う

に

記

述

し

て

い

る

K

史

実

と

し

て

谷

風

か

ら

の

白

星

は

江

戸

で

二

つ

-

大

坂

で

一

つ

あ

る

こ

と

は

前

述

し

た

K

し

か

し

京

都

で

白

星

を

挙

げ

た

記

録

は

-
現

在

の

と

こ

ろ

見

つ

か

n

て

い

な

い

K

こ

れ

ら

の

逸

話

も

ま

た

-

三

社

宮

の

土

俵

入

図

と

同

様

に

-

後

世

の

創

作

で

あ

る

可

能

性

も

考

え

ら

れ

る

K

た

だ

興

味

深

い

の

は

-

横

山

氏

が

f

左

足

を

怪

我

し

て

い

た

h

と

記

述

し

て

い

る

点

で

-

も

し

か

す

る

と

前

述

の

勝

川

春

好

の

画

>

土

俵

上

の

真

鶴

と

笘

'

島

A

に

描

か

れ

た

-

笘

'

島

の

左

膝

の

包

帯

か

ら

-

創

作

逸

話

の

着

想

を

得

た

の

か

も

し

れ

な

い

K 
 

笘

'

島

の

墓

碑 
  

笘

'

島

は

寛

政

元

年

七

月

の

大

坂

番

付

に

掲

載

さ

れ

た

の

を

最

後

に

引

退

し

-

三

年

後

の

寛

政

四

年

に

没

し

た

K

徳

島

市

城

南

町

に

あ

る

無

縁

寺

焼

香

庵

跡

に

は

-

多

く

の

阿

波

力

士

の

墓

碑

が

あ

り

-

そ

の

中

に

笘

'

島

の

墓

碑

も

-

諭

鶴

羽

峰

右

衛

門

>

文

化

十

四

年

没

A
の

墓

碑

と

並

ん

で

建

n

て

い

る
>

図

五

Ａ

A
K
表

二

に

そ

の

詳

細

を

ま

と

め

た

K
主

塔

東

が

正

面

で

戒

名
f

脱

山

普

楽

居

士

h

そ

の

枠

外

下

に

f

文

化

四

卯

歳

云

々

h

と

後

か

ら

彫

n

た

文

字

が

あ

り

-

お

そ

ら

く

妻

女

か

と

思

わ

れ

る

K

南

は

左

面

で

f

笘

'

嶋
 

井

上

浦

右

衛

門

h
-
北

は

右

面

で

没

年

月

日

と

施

主

名

-
大

鳴

門

喜

十

郎

は

三

社

宮

の

略

伝

に

依

れ

ば

笘

'

島

の

養

子

で

あ

る

K

ま

た

略

伝

中

-

笘

'

島

の

死

因

に

つ

い

て

f

人

の

妬

を

受

け

毒

殺

に

逢

ひ

遂

に

斃

さ

れ

た

り

h

と

し

て

い

る

が

-

そ

の

真

偽

は

不

明

で

あ

り

-

安

永

七

年

三

月

に

江

戸

で

看

板

大

関

を

務

め

た

阿

波

町

出

身

の

繪

島

潟

灘

右

衛

門

が

-

現

役

中

の

天

明

元

年

八

月

に

二

十

七

歳

で

毒

殺

さ

れ

た

と

伝

わ

る

話

と

混

同

し

て

い

る

可

能

性

も

大

い

に

考

え

ら

れ

る

K

前

後

を

含

む

同

時

代

の

代

表

的

な

力

士

の

没

年

齢

と

比

較

し

て

も

-

当

時

の

四

十

七

歳

は

特

に

早

世

と

い

う

訳

で

は

な

か

ろ

う

K 

 

台

座

は

三

段

あ

る

が

-
上

段

の

三

面

に

人

名

が

刻

ま

れ

て

い

る

K

参

照

し

た

阿

波

相

撲

番

付

は

古

い

順

に

-

寛

政

十

二

年

十

月

に

勢

見

山

兵

右

衛

門

を

世

話

役

と

し

て

佐

古

村

で

開

催

さ

れ

た

興

行

番

付

-

次

い

で

文

化

十

三

年

閏

八

月

に

諭

鶴

羽

峰

右

衛

門

を

相

撲

元

と

し

て

佐

古

大

谷

で

開

催

さ

れ

た

興

行

番

付

-

そ

し

て

天

保

二

年

十

月

に

勢

見

山

境

内

で

開

催

さ

れ

た

興

行

番

付

の

三

枚

で

-

い

ず

れ

も

徳

島

県

立

文

書

館

が

所

蔵

す

る

岩

村

家

文

書

に

含

ま

れ

る

K

台

座

の

左

面

に

は

頭

取

四

名

と

世

話

人

九

名

-
正

面

に

は

十

八

名

-

右

面

に

は

お

そ

ら

く

石

工

の

屋

号

>

瓢

金

A

と

十

三

名

>

う

ち

二
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名

は

前

述

の

木

屋

姓

で

-
他

の

十

一

名

と

若

干

離

れ

て

い

る

A
-
正

面

左

の

花

活

け

に

勢

見

山

兵

右

衛

門

-

右

の

花

活

け

に

鶴

'

滝

剛

右

衛

門

の

名

が

-

そ

れ

ぞ

れ

刻

ま

れ

て

い

る

K

花

活

け

の

二

人

を

含

め

-

笘

'

島

と

同

時

代

ま

た

は

以

降

の

江

戸

大

相

撲

番

付

に

掲

載

さ

れ

た

力

士

の

名

は

少

な

く

と

も

九

名

確

認

さ

れ

-

笘

'

島

の

優

れ

た

育

成

手

腕

と

影

響

力

が

感

じ

ら

れ

る

K 
 

笘

'

島

を

名

乗

n

た

後

世

の

力

士

た

ち 
  

笘

'

島

没

後

に

同

名

を

名

乗

n

た

力

士

は

-

多

く

は

知

ら

れ

て

い

な

い

Kf

大

相

撲

人

物

大

事

典

h
に

依

れ

ば

-
天

保

七

年

十

月

に

江

戸

で

入

幕

し

た

象

'

鼻

倉

之

助

が

天

保

八

年

十

月

の

五

日

目

に

笘

'

島

へ

改

名

し

た

そ

う

だ

が

-

天

保

九

年

二

月

に

は

十

万

ノ

海

剛

右

衛

門

に

再

改

名

し

て

お

り
>

後

に

音

羽

山

峰

右

衛

門

A
-
名

乗

り

は

ご

く

短

期

間

で

あ

n

た

K 

 

天

保

九

年

頃

か

ら

の

大

坂

相

撲

に

は

-

笘

'

島

榮

太

郎

と

い

う

九

州

頭

書

の

力

士

が

中

相

撲

に

お

り

-

関

取

改

名

附

に

依

れ

ば

前

名

は

f

も

み

ぢ

山

h

と

あ

る

K

こ

の

力

士

は

江

戸

に

出

た

形

跡

は

な

い

が

-

東

海

地

方

以

西

の

西

日

本

で

活

躍

し

て

お

り

-

現

存

す

る

阿

波

相

撲

番

付

で

も

天

保

九

年

九

月

>

勢

見

山

境

内

A

と

-

同

十

二

年

十

月

>

富

田

秋

田

町

A

の

番

付

で

上

段

に

名

が

あ

る

K

天

保

十

一

年

六

月

の

大

坂

で

は

東

二

段

五

枚

目

-

同

年

十

月

の

桑

名

で

は

小

結

で

あ

n

た

K
 

 

 

ま

た

文

化

文

政

年

間

に

は

-

寛

政

年

間

に

徳

島

藩

抱

え

だ

n

た

陣

幕

嶋

之

助

の

弟

子

に

f

友

'

島

h

を

名

乗

n

た

力

士

が

お

り

-

そ

の

後

に

江

戸

で

高

見

山

彦

蔵

→

龍

門

鯉

之

助

>

文

化

十

年

一

月

に

入

幕

A→

師

匠

の

名

を

継

い

で

陣

幕

島

之

助

と

改

名

し

て

い

る

K

勝

川

春

亭

が

描

い

た

こ

の

力

士

の

化

粧

廻

し

姿

の

錦

絵

は

-

後

に

陣

幕

久

五

郎

が

改

版

し

て

寛

政

の

陣

幕

に

仕

立

て

た

と

言

わ

れ

る

K 
 

お

わ

り

に 
  

江

戸

の

大

相

撲

土

俵

に

て

単

場

所

で

は

な

く

-

継

続

し

て

長

ら

く

幕

内

を

務

め

た

阿

波

徳

島

藩

出

身

の

力

士

は

-

笘

'

島

が

初

め

て

で

あ

る

K

笘

'

島

は

谷

風

を

複

数

回

破

n

た

相

撲

上

手

の

実

力

派

で

-

ま

た

鬼

面

山

や

勢

見

山

を

は

じ

め

有

力

な

弟

子

達

を

育

成

し

た

名

伯

楽

で

も

あ

n

た

K

す

な

わ

ち

江

戸

時

代

-

後

に

相

撲

王

国

と

ま

で

称

さ

れ

る

に

至

n

た

阿

波

徳

島

藩

の

名

を

全

国

に

知

ら

し

め

た

-

最

初

に

し

て

最

大

の

功

労

者

で

あ

り

-

こ

の

よ

う

な

傑

出

し

た

人

物

を

顕

彰

す

る

こ

と

は

-

郷

土

史

を

後

世

に

語

り

継

ぐ
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上

で

大

変

有

意

義

な

こ

と

と

思

わ

れ

る

K

そ

れ

だ

け

に

-

面

白

お

か

し

く

脚

色

さ

れ

た

不

正

確

な

物

語

を

鵜

呑

み

に

し

て

安

易

に

現

代

の

地

域

お

こ

し

を

狙

う

の

で

は

な

く

-

対

象

に

敬

意

を

払

い

な

が

ら

史

実

を

的

確

に

検

証

記

録

す

る

こ

と

が

-

何

よ

り

も

重

要

で

あ

ろ

う

K 
 

付

記

一
 

阿

州

奇

事

雑

話

よ

り

>

カ

ギ

括

弧

内

は

本

来

空

白

-

追

加

文

字

は

筆

者

の

推

定

A 
  

笘

'

島

浦

右

衛

門

は

身

長

五

尺

七

寸

中

相

撲

の

f

躯

h

也

幕

内

の

相

撲

に

入

n

て

も

小

前

髪

と

云

る

る

程

の

事

也

然

れ

ど

も

地

磐

強

力

の

上

相

撲

を

修

行

し

て

名

人

と

な

n

て

安

永

年

間

に

東

都

に

て

東

の

方

の

大

関

其

比

向

相

手

の

無

き

f

伊

達

'

h

関

と

取

て

是

に

勝

て

其

時

に

仙

台

侯

よ

り

f

伊

達

'

h

関

の

名

を

削

n

て

谷

風

と

改

め

其

余

外

濱

長

濱

佐

渡

可

嶽

猪

名

川

な

ど

を

見

事

に

勝

て

其

後

も

三

都

伊

勢

等

に

て

谷

風

と

勝

負

し

天

下

に

相

撲

の

名

を
f

示

h

し

其

比

の

商

売

人

の

付

札

に

苫

印

と

書

し

を

一

向

に

負

け

ぬ

と

の

浪

花

な

ど

の

衆

負

よ

り

仕

出

せ

し

也

と

風

聞

せ

り

此

苫

可

島

の

身

長

並

体

の

貫

目

に

引

合

し

て

左

様

の

大

相

撲

に

は

勝

て

ぬ

割

合

な

れ

ど

も

何

分

に

至

n

て

気

取

の

よ

き

相

撲

取

に

て

明

日

東

方

に

て

年

来

名

人

の

相

撲

と

出

会

ふ

筈

な

れ

ば

其

前

夜

に

西

方

の

其

類

の

上

手

の

相

撲

と

f

相

h

取

し

又

は

翌

日

向

を

強

力

大

兵

f

な

h

る

相

撲

に

当

れ

ば

此

方

に

居

る

大

兵

強

力

と

取

組

し

色

々

と

取

方

を

工

夫

し

是

非

に

勝

つ

べ

き

手

を

工

夫

仕

出

し

て

多

分

に

勝

れ

る

也

且

相

撲

に

勝

ち

た

る

時

に

花

褒

美

と

て

諸

方

よ

り

多

く

の

金

銀

降

集

り

て

も

之

を

貪

り

貯

ふ

心

f

持

h

な

え

て

金

銀

衣

服

等

も

あ

れ

ば

あ

る

だ

け

に

手

下

の

相

撲

取

に

分

ち

与

へ

勝

手

に

遣

は

せ

財

宝

も

何

と

も

思

は

ぬ

大

気

に

て

相

撲

の

名

人

な

る

上

に

も

又

f
 

h

ら

し

き

割

遣

る

男

に

て

何

角

と

評

判

高

し

と

也 
 

付

記

二
 

三

社

宮

拝

殿

内

の

略

伝

>

□

は

判

読

不

明

A 
 

苫

'

島

浦

右

衛

門

畧

傳 

島

谷

友

吉

は

讃

州

の

人

一

夏

夫

婦

共

稼

の

目

的

と

て

廣

島

浦

に

来

り

婦

臨

月

と

な

り

現

北

川

向

百

十

七

番

屋

敷

大

西

梅

太

郎

氏

先

代

納

屋

に

生

る

時

元

和

元

年

>

三

二

三

年

前

A

秋

に

し

て

拾

三

歳

の

春

を

迎

え

仝

地

某

方

に

小

守

と

し

て

雇

は

れ

石

材

四

拾

貫

を

肩

に

荷

ひ

た

る

と

云

ふ

其

大

力

に

驚

嘆

せ

さ

る

も

の

無

し

後

大

阪

に

登

り

木

屋

惣

右

衛

門

を

師

と

し

更

に

江

戸

表

に

大

関

等

と

角

技

を

な

し

此

外

猪

名

川

佐

渡

ケ

嶽

外

'

濱

に

も

勝

ち

名

聲

四

海

に

轟

た

る
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當

時

の

俚

謡

に

も

阿

波

で

一

番

名

を

挙

げ

た

る

か

五

百

羅

漢

に

苫

が

島

と

以

て

其

盛

名

察

す

べ

き

な

り

浪

華

商

人

の

符

諜

に

苫

印

を

書

し

た

る

も

の

は

決

し

て

負

け

ぬ

と

云

ひ

し

と

云

ふ

養

子

喜

十

郎

初

め

大

鳴

門

と

云

ひ

こ

れ

ま

た

驍

名

を

馳

せ

た

り

惜

む

べ

し

浦

右

衛

門

人

の

妬

を

受

け

毒

殺

に

逢

ひ

遂

に

斃

さ

れ

た

り

時

寛

文

元

年

>

二

七

六

年

前

A

四

拾

七

歳

成

り

今

も

子

孫

の

も

の

あ

り

故

に

一

二

傳

説

を

記

さ

ん

と

す

浦

右

衛

門

身

長

四

尺

八

寸

体

重

四

拾

八

貫

目

大

阪

堂

島

に

て

虫

干

中

に

際

し

夕

立

あ

り

て

左

右

の

軒

下

に

五

斗

俵

を

投

げ

込

み

た

る

こ

と

早

き

此

上

な

し

時

町

人

身

躯

の

小

な

る

を

み

て

鼬

と

綽

す

廣

島

北

川

向

一

ノ

誠

野

神

社

は

誕

生

地

を

距

る

西

北

十

数

間

の

所

に

あ

り

麻

植

郡

川

田

村

巡

業

の

折

柄

其

地

に

立

寄

大

相

撲

を

其

社

地

に

て

興

行

し

四

本

柱

御

免

棒

は

此

時

差

許

さ

れ

た

仝

社

の

老

松

も

三

抱

あ

り

力

藤

七

□

半

あ

ま

り

あ

り

な

れ

ど

今

も

枯

れ

し

株

残

れ

り

大

西

家

は

先

代

寒

暑

の

別

な

く

婦

人

は

時

々

発

汗

す

る

あ

り

之

苫

が

島

の

力

を

入

れ

た

る

時

な

り

と

汗

に

し

何

事

敗

す

な

し

実

に

奇

体

の

現

象

な

り

と

云

ふ

今

茲

に

有

志

の

請

に

應

し

畧

傳

梗

概

記

し

社

殿

に

奉

掲

し

後

代

に

傳

へ

ん

と

す 

昭

和

拾

弐

丑

歳

壱

月
 

 松

茂

村

廣

島 

七

三

翁
 

岡

崎

拾

翠 
  

謝

辞 
  

本

稿

を

ま

と

め

る

に

あ

た

り

-

小

池

謙

一

氏

-

剛

田

明

治

氏

-

土

屋

喜

敬

氏

-

松

下

師

一

氏

-

山

下

和

也

氏

-

徳

島

県

立

文

書

館

に

調

査

ご

協

力

頂

き

ま

し

た

K

ま

た

松

茂

町

歴

史

民

俗

資

料

館

の

菅

野

将

史

氏

に

は

-

令

和

四

年

三

月

に

講

演

の

機

会

を

頂

き

ま

し

た

K

こ

の

場

を

借

り

て

心

よ

り

御

礼

申

し

上

げ

ま

す

K 
 

参

考

文

献 
 

相

撲

起

顕
 

十

輯

>

明

治

四

年

刊

-

三

河

屋

治

右

衛

門

A 

日

本

相

撲

史
 

上

巻

>

昭

和

三

十

一

年

刊

-

酒

井

忠

正

-

ベ

˙

ス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボ

˙

ル

・

マ

ガ

ジ

ン

社

A 

大

相

撲

人

物

大

事

典

>

平

成

十

三

年

刊

-
f

相

撲

h

編

集

部

- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベ

˙

ス

ボ

˙

ル

・

マ

ガ

ジ

ン

社

A 

相

撲

今

昔

物

語

>

昭

和

元

年

刊

-
f

新

燕

石

十

種 

第

四

巻

h
- 

廣

谷

國

書

刊

行

會

A 

阿

波

相

撲

史
 

>

昭

和

四

十

六

年

刊

-

乾

武

彦

-

徳

島

新

聞

社

A 
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松

茂

町

誌

>

昭

和

五

十

一

年

刊

-

徳

島

県

板

野

郡

松

茂

町

誌

編

纂 

委

員

会

-

松

茂

町

誌

編

纂

室

A 

1

東

西

相

撲

全

書

2

に

つ

い

て

>

昭

和

五

十

六

年

九

月

刊

- 

水

谷

藤

博

-
季

刊
f

東

海

の

相

撲

史

h

第

十

二

号

-

東

海

相

撲

史

談

会

A 

相

撲

百

年

の

歴

史

>

昭

和

四

十

五

年

刊

-

池

田

雅

雄

-

講

談

社

A 
S

u
m

o
 a

n
d

 th
e

 W
o

o
d

b
lo

c
k

 P
r

in
t M

a
s

te
r

s

>

平

成

六

年

刊

- 
L

a
u

r
e

n
c

e
 B

ic
k

fo
r

d
, P

h
D

- 

講

談

社

イ

ン

タ

˙

ナ

シ

:

ナ

ル

A 

阿

州

奇

事

雑

話
 

三

>

寛

政

年

間

-

横

井

希

純

-

写

本
 

 

 

 

 

徳

島

県

立

図

書

館

デ

ジ

タ

ル

ラ

イ

ブ

ラ

リ

A 

土

御

門

院

奉

祀

地

問

題

と

徳

島

>

其

二

A

粟

種

袋

巻

八

>

昭

和 

十

五

年

刊

-
田

所

市

太

-
国

立

国

会

図

書

館 

デ

ジ

タ

ル

コ

レ

ク

シ

:

ン

A 

阿

波

人

物

伝
 

>

昭

和

二

十

八

年

刊

-
横

山

春

陽

-
徳

島

新

聞

社

A 
 

図

表

説

明 
 

図

一
 

三

社

宮

と

笘

'

島

略

伝

お

よ

び

絵

図 

図

二
 

友

'

島

群

島 

図

三
 

勝

川

春

章

-

東

方

力

士

土

俵

入

図 

図

四
 

勝

川

春

好

-

土

俵

上

の

真

鶴

と

笘

'

島 

図

五
 

笘

'

島

の

墓

碑 

表

一
 

江

戸

大

相

撲

に

お

け

る

笘

'

島

の

星

取

り

一

覧 

表

二
 

笘

'

島

の

墓

碑

詳

細 
 



A

B C

図一：A, 三社宮の鳥居と拝殿(奥)。B, 拝殿内の略伝。C, 土俵入

絵図。額はいずれも令和二年に更新されている。

図二：友ヶ島群島、紀淡海峡南の海上から。神島は沖ノ島の北側。



図三：勝川春章、東方力士土俵入図、天明二年十月。「相撲百年の

歴史」講談社・昭和45年 (1970)・池田雅雄編から引用。

図四：勝川春好、土俵上の真鶴と笘ヶ島、天明六年三月。

「Sumo and the Woodblock Print Masters」講談社インター

ナショナル・平成6年 (1994)・Lawrence Bickford, PhD 著

から引用。



図五：笘ヶ島の墓碑、無縁寺焼香庵跡(徳島市)。A, 主塔と台座上段。

左は諭鶴羽峰右衛門の墓碑。B, 花活け左、勢見山兵右衛門。C, 花

活け右、靏ヶ瀧剛右衛門。

A

C

B



江戸番付 ○ ● 他 初日 二日 三日 四日 五日 六日 七日 八日 九日 十日 備考

安永4年10月 5 1 2 ○ や ○ ○ ア ○ ○ ● ア 達ヶ関（後の谷風）に白星。

東幕下7 永浜 達ヶ関 佐渡岳 越ノ海 稲川 外ヶ浜 十万ノ海 宮城野

安永5年10月 4 1 1 ○ ○ ○ ○ ● ム や や 当年5月は不出場（番付不掲載）
東前頭5 (幕尻) 八百岳 永浜 柏戸 虹ヶ岳 外ヶ浜 谷風 新入幕、谷風に無勝負。

安永6年4月 0 0 0 や や や や や や や や

東幕下筆頭

安永6年10月 4 2 2 ア ○ ● ○ ○ ● ○ × 谷風に白星。

東前頭4 (幕尻) 宮城野 三國山 永浜 佐渡嶽 辰己山 越ノ海 谷風 十万ノ海

安永7年3月 5 4 1 ○ ○ ● ○ ● ● ● × ○ ○ 谷風に黒星。

東前頭5 (幕尻) 絹川 三ツ汐 佐渡ヶ嶽 三千ノ川 永浜 越ノ海 谷風 十万ノ海 石見潟 三國山

安永7年11月 8 0 1 ○ ○ ○ ○ ○ ム ○ ○ ○ や 最優秀成績。

東前頭筆頭 大比叡 宮城野 三國山 三千ノ川 鏡川 十万ノ海 佐渡ヶ嶽 石見潟 三ツ汐

安永8年3月 0 0 0 や や や や や や や や や や

東前頭4 (幕尻)
安永8年10月 4 0 3 ○ ○ ム や ○ ム や ○ × や 谷風に引分。

東前頭4 (幕尻) 待乳山 鷲ヶ森 永浜 越ノ海 稲川 友綱 谷風

安永9年3月 5 1 0 ○ ○ ○ ○ ○ ● 谷風に黒星。

東前頭3 要石 屏風岳 戸田渡 友綱 宮城野 谷風

天明元年10月 0 0 0 や や や や や や や や や や 前年10月と当年3月は不出場
東前頭3 （番付不掲載）

天明2年10月 3 0 3 ○ ○ ○ ア ム や ム や や や 当年2月は不出場（番付不掲載）
東前頭筆頭 由良ノ戸 所縁山 廣ヶ崎 谷風 高崎 宮城野

天明3年3月 3 2 1 ○ や ○ ○ ● × や ● や や 谷風に黒星。

東前頭筆頭 武蔵野 御所車 黒岩 谷風 籬野 宮古川

天明3年11月 1 1 3 や ム や ● × ア や や ○ や 谷風に黒星。

東前頭3 高崎 谷風 黒岩 外ヶ浜 沖津風

天明4年3月 3 1 1 ○ や ○ ○ ア ● や や や や 谷風に黒星。

東前頭2 鷲ヶ嶽 十府浦 鉄ヶ島 沖津風 谷風

天明4年11月 4 1 2 ○ ○ ● ○ ム ム ○ や や や

東前頭2 錣川 鷲ヶ嶽 黒岩 鳥谷崎 宮城野 柏戸 絹川

天明6年3月 4 2 2 ○ ○ ○ ● ア ● や ○ × や 前年は江戸大相撲興行中止

東前頭筆頭 三ツ石 岩戸崎 築間川 関ノ戸 真鶴 谷風 二所ヶ関 出羽海 谷風に黒星。

天明6年11月 0 0 0 や や や や や や や や や や

東前頭3
天明7年5月 興行中止

東前頭２

天明7年11月 0 0 0 や や や や や や や や や や

東前頭筆頭

合計 53 16 22

表一：江戸大相撲における笘ヶ島の星取り一覧



位置 面 阿波番付(地位) 江戸番付（最高位） 備考

笘ヶ嶋

　井上浦右衛門

脱山普楽居士

文化四卯歳 本覚妙境女 六月二十九日 枠外の下部中央に記載、妻女か？

施主　大鳴門喜十郎 養子

　寛政四壬子歳閏二月十八日

井筒惣兵衛

靏ヶ関市右衛門 寛政12/10(東頭取)
田靏川弥吉 寛政12/10(東頭取)
芳山善助 寛政12/10(世話役：右)

振り分大蔵

若野川浪右衛門 寛政12/10(東頭取)、文化13/閏8(西頭取) 番付では「和歌ノ川浪右衛門」

二反獅子久作 寛政12/10(東頭取) 番付では「二段獅子久作」

種ヶ嶋七兵衛 寛政12/10(東頭取) 天明4/3(東幕下4) 江戸番付では「種ヶ嶌吉平」

園瀬川弥右衛門

漣龜蔵 寛政12/10(東頭取) 番付では「三ヾ浪亀蔵」

花筏多助 寛政12/10(東世話人)
小櫻平五郎 寛政12/10(東頭取)
木村一安

鳴山音三郎 安永8/10〜天明6/3(東三10)
津田海善兵衛 寛政3/11(東幕下11)
和田海万太夫 寛政12/10(西幕下10)、文化13/閏8(西頭取) 寛政元/3〜寛政3/4(東三18)
淀車辰右衛門 寛政12/10(西幕下8) 同地に墓碑現存

高越山虎蔵 寛政12/10(東三17)、文化13/閏8(東世話人)
井筒利吉 寛政12/10(東幕下8) 寛政5/10〜寛政8/3(東三2)
玉津嶋吉兵衛

靏ヶ峯常吉 文化13/閏8(西スケ)？天保2/10(東頭取)？ 後にスケ/頭取の靏ヶ峯滝左衛門か？
浪花浦新蔵 安永8/10(東序ノ口19) 番付では「難波浦」

水名瀬川万蔵

渦ヶ崎傳之助 安永6/10〜天明6/3(東幕下8)？ 江戸で「力石良助・渦ヶ崎良助（了助）」か？

駒ヶ嶽松之助 寛政12/10(西三20) 番付では「町之助」

山越戸五郎 寛政12/10(東三19)
靏渡り万吉 寛政12/10(西三27) 番付では「岩右エ門」

遠山順次 文化13/閏8(東世話人)
眉山房吉

向山茂吉

熊野浦六之助 寛政12/10(西三9)、文化13/閏8(西スケ)

助任町　瓢金書

吉川佐兵衛 寛政12/10(西世話人)
白山清次郎

大嶋利三次

七ヶ森豊吉

三ヶ濱儀助

栂之尾兵乍

麓獅子惣吉 寛政12/10(東三15)、文化13/閏8(西三18) 番付では「宗五郎/宗吉」、後に頭取(天保2/10)
井筒川富之助 寛政12/10(西世話人)
大瀧文吉

坂瀬川長助

乕渡り礒之助 文化13/閏8(西世話人) 番付では「礒五郎」

左 勢見山兵右衛門 寛政12/10(世話役：中央) 天明8/4〜寛政11/11(東小結) 同地に墓碑現存

右 靏ヶ瀧剛右衛門 安永4/10〜寛政3/11(東前3)

表二：笘ヶ島の墓碑詳細

主塔

記載事項

安永4/10〜天明7/11(東前筆頭)

左（南）

頭

取

世

話

人

左（南）

正面（東）

右（北）

木屋傳之助

正面（東）

花活け

右（北）

台座

木屋總太兵衛
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